
社会福祉法人高遠さくら福祉会 令和 7 年度事業報告 
 
 

法人ビジョン「Life with You 〜ともに生きていく〜 」のもと、変化の多い時代の中、みなさ
まの協力や支援により事業運営を行ってまいりました。 

令和７年度における課題を「職員の減少が顕著ななかの人財確保」「建物・設備の老朽化」「地
域における介護サービスの飽和やニーズの変化」「物価高・賃金上昇による支出増大」と捉え、
重点方針を掲げ、取り組んでまいりました。 
 
 基本的事業では、２事業所でそれぞれ２つの指定サービスにおいて法令を遵守し運営してまい
りました。介護保険法等に則り、意思と人格を尊重し自立支援に向けたケアを基本に、利用され
る方に質の高いサービスを提供できるよう多職種で協力し努めました。法人全体で生産性向上の
取り組みを委員会等の活動に取り入れ、サービス向上のための効率化や業務改善を図りました。
介護機器テクノロジーやインカム導入、AI 活用なども着手しました。 
利用率の向上と加算取得の増加の一方で平均介護度の軽度化などありましたが、法人全体で予算
を上回る収入となりました。 
   
 職員採用では新卒３名と技能実習生２名の受入れを行いました。育成強化のため、新入職員に
は担当を中心に研修を手厚く行い、また職員全体の研修の実施や資格取得の支援なども引き続き
行いました。職員の処遇改善では、規程を改め令和７年度より年間休日数を２日増やし１１２日
とし、勤続 10 年以上での特別休暇制度などを設けました。また 10 月には国の最低賃金改定に準
じ一部職員において手当額の見直しを行いました。職員の働き方ニーズの変化に対応しつつサー
ビスを維持するため、夜勤勤務時間の変更と業務の見直しを行いました。 
 

一方、令和 7 年度中においても新型コロナ感染症発生があり、さくらの里においては集団感染
となり終息に 1 か月超を要しました。利用者、職員において影響が大きくあり、依然感染症は施
設運営にとって大きな影響を及ぼすリスクとなっています。 
 
 各施設とも建設から経年が進み、建物・設備・機器の不具合も複数発生しました。メンテナン
スを行うとともに優先度合いから計画的に修理や更新等を行いました。物価高騰が続く中、経費
節減を常に意識し取り組みました。 
 
 休止中のグループホーム桜においては、関係各機関と情報交換や話し合いを継続的に行いまし
たが、方向性の決定までには至りませんでした。 
 
 課題は簡単に解決できるものではありませんが、利用者様、地域のニーズを把握し、職員がや
りがいをもって働くことは、地域の福祉を未来に向かって守り続けることにつながります。これ
からも社会情勢に柔軟に対応し、継続的安定的な運営を目指してまいります。 
 
 
 
 



令和 7 年度重点方針 
１．利用者・家族・地域の声を聴き、一人ひとりに寄り添った生活支援に努めます。 

 
〇介護保険サービス運営 
 ・監督官庁への届出や報告を遅滞なく実施した。 
 ・さくらの里：令和８年２月３日に長野県健康福祉部より実地指導を受けた。 
        重大な指摘事項等はなかった。 
 ・体制や算定要件に応じ加算取得を行った 
 

  〇部門別報告 
    項目 取り組み内容 
（介護） 
①ご利用者様への思いに寄り添い安心で
きる生活の場を提供する。 
②職員の育成・指導・研修を通じ、質の高
いサービスを目指す。親切なケアと心のこ
もった対応をする 

 毎月技術強化目標を立て、個々の職員へ指導
し、技術向上を図った。 
 夜勤勤務時間を変更し、職員の休日の確保に
取り組むとともに業務見直しや改善を進めた。
外出行事を実施することができた。 
 認知症ケアの研修やケース検討を行った。 

（相談） 
①丁寧な対応を心掛け、信頼される相談援
助を目指す。 
②利用者、家族、地域等からの声を聴き、
サービス向上につなげる。 

レクリエーション実施や活動の提供など利
用者の希望をサービス向上につなげた。ボラン
ティアの受入を行った。 

体制を整え丁寧に相談を行い利用率向上に
つなげた。 

（機能訓練） 
①ご利用者様の心身の機能の維持、自立支
援に努める。 
②その方らしい暮らしとなるよう、喜び、
楽しみにつながるサービスを提供する。 

ご利用者様個々の心身や生活の状況を評価し、
機能訓練計画に基づき、個別や集団での訓練を
実施した。書道や絵手紙等のクラブ活動や保育
園、中学校、高校との交流を通して余暇の充実
を図った。 

（看護） 
①ご利用者様にとってよりよい暮らしと
なるよう専門性を生かし、多職種と協働す
る。 
②体調の変化を気にかけ、症状に応じ適切
な対応をする。 

日常的にご利用者様の健康状態に気を配り、多
職種との連携の上、担当医師や家族との連絡対
応を行った。看護が行うべき医療行為について
改めて整理し、他職種との連携について見直し
をした。 

（栄養） 
①安全で美味しい食事を提供し、栄養面か
ら日々の健康的な生活をサポートする。 
②食事を通じて、季節感や行事を感じられ
るような楽しみを提供する。 

咀嚼嚥下機能や日々の食事摂取状況に応じ、食
事内容の検討を他職種と実施し、栄養状態の悪
化防止に努めた。また、生活の中で楽しみとな
るよう、季節を感じられるような企画や調理活
動を行うことができた。 

（事務）              
正確かつ迅速に各種事務業務を行なう。 
広報・採用で SNS を活用する。 

・返戻や過誤のないよう十分確認し、制度等の
理解を深め関係機関と連絡を取るなどした。 

・広報誌を定期的に発行した。SNS 開設した 



〇嘱託医・医療機関 
 ・さくらの里：令和８年２月より嘱託医変更（元の気クリニック→神山内科医院） 
 ・協力医療機関である伊那中央病院より感染症認定看護師による感染症対応の研修と実地

指導を受けた。 
 
〇入所判定委員会 

  開催日 申込者数 
令和 7 年５月 14 日 ６２名 
令和 7 年９月５日 ６４名 
令和 8 年１月２１日 ６６名 

 
〇第三者委員会 

開催日 内  容 
令和 7 年６月２4 日 令和６年度活動報告、令和７年度活動内容協議 
令和７年８月２５日 利用者面談 

 
 
２．人財確保や育成に努めるとともに、処遇改善及び福利厚生の充実に努めます。 
〇職員数 ＊正規職員・非常勤職員合算 中途退職に令和 8 年 3 月 31 日付退職者含む。 

職 種 
令和 7 年度 

令和 7 年 4 月 1 日 中途採用(＋) 中途退職(−) 令和 8 年 3 月 31 日 

特
養
さ
く
ら
の
里 

施設長 １（兼１）   １（兼１） 
生活相談員 2   2 
介護支援専門員 （兼 3）   （兼 3） 
管理栄養士 1   1 

介護職員 
４7（兼 3） 

（3） 
2 6 

４2（兼 3） 
(2) 

看護職員 
6 

(1) 
1 1 

6 
(1) 

機能訓練指導員 １（兼１）   1（兼１） 

事務職員 3 2 １ 
4 

（1） 
業務職員 8（兼 1）  1 7（兼 1） 

地
密
特
養
み
の
り
の
杜 

施設長 １（兼１）   １（兼１） 
生活相談員 1   １ 
介護支援専門員 （兼 2）   （兼 3） 
管理栄養士 1   １ 
介護職員 １8（兼 2）  1 １8（兼 3） 
看護職員 5 1 1 5 
機能訓練指導員 １（兼１）   １（兼１） 
事務職員 1   １ 
業務職員 5（兼１）   5（兼１） 

合 計〈実人数〉 
（産育休、療休） 

１０6〈１０4〉 
（4） 

7 12 
１０１〈９９〉 

(4) 
(兼) は兼務職員数。（ ）は産休中、育休中、療休中の者を示す。 



  
〇諸規定見直しと改定の実施 
  ・就業規則：年間休日数変更、勤務時間、特別休暇 

・給与規程：手当 
・人事考課規程：評価区分等 
・慶弔見舞金規程 
・育児介護休業規程 
・被服貸与規程：さくらの里ユニフォームを変更 
 

 ※介護職員 夜勤時間 令和８年１月より 16 時間夜勤体制に変更 
  1 か月後アンケートおよび面談実施 休日の確保、連続夜勤に比べ心身の負担減少等 
  一方日中業務（入浴業務やリーダー業務負担増）の課題もあがった。 
 
〇職員の健康管理 
  ・健康診断（年１回、夜勤従事者２回） 
  ・ストレスチェック実施、相談窓口の設置 
  ・安全衛生教育、研修の実施年 2 回 
 
〇採用 
  ・高校（上伊那）、短大（県内）、大学（県内外）への訪問、担当教員との情報交換 
  ・就職サイト、人材紹介会社への登録 
  ・ハローワーク、上伊那広域連合等主催の就職相談会、研修会への参加 
  ・ホームページ、SNS（インスタグラム）等での情報発信 
  ・職場見学体験、インターンシップ、実習などの受入 5 名 
  ・令和８年度新卒２名（介護高卒、管理栄養士大卒）、中途２名（理学療法士、作業療法士）

入職につながった。 
 
 
３．設備機器の更新、介護機器等テクノロジーの活用を進めていきます。 
○建物・設備・機器の管理 

・さくらの里の経年劣化にともなう機器設備の更新、今後の計画策定等 
・最新の介護機器、設備、システム等の情報収集 

 
〇防災・安全管理  
  ・防災訓練年 2 回実施 
  ・BCP（業務継続計画）研修、訓練、見直し実施 
 
 
 
 
 
 



４．収入の確保と適正な支出により、財務体制の強化・健全化を図ります。 
 ・定款に基づき重要事項の決定等の法人運営、予算執行を適切に実施 

・会計事務所との月次の報告、意見交換、分析 
 ・確実で適正な請求業務の実施。過誤等生じた際は迅速に対応した。 
 ・補助金の申請 

 
〇役員会等の開催状況 

   【理事会】 
開催日 理事 監事 議  事 

令和 7 年 6 月 4 日 6 2 

第１号 令和 6 年度 事業報告、決算について 
第２号 規程の一部改定について 
第３号 定時評議員会の招集について 
第４号 評議員候補者の推薦について 
第５号 評議員選任・解任委員会の招集について 
第６号 第三者委員の選任について 
第７号 社会福祉充実計画について 

令和 7 年 6 月 6 日 
(書面決議) 

6 2 第１号 理事・監事の候補者について 

令和 7 年 6 月 20 日 6 ２ 
第１号  理事長、業務執行理事の選定について 
第 2 号 評議員選任・解任委員の選任について 

令和 7 年 11 月 19 日 ６ ２ 

第１号  令和 7 年度事業報告（中間）、決算報告
（中間）について 

第２号  定時評議員会の招集について 
第３号  規程の一部改定について 

令和 8 年 3 月 4 日 6 ２ 
第１号  令和 8 年度 事業計画、予算について 
第２号  定時評議員会の招集について 
第３号 規程の一部改定について 

 
 
  【監事監査会】 

開催日 監事 実 施 内 容 

令和 7 年 5 月 27 日 2 
令和 6 年度 理事の業務執行状況、施設事業の運営状況、 
会計処理、計算関係書類・分類等の監査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



【評議員会】 
開催日 評議員 監事 議  事 

令和 7 年 6 月 20 日 ８ 2 

第１号  令和 6 年度 事業報告、決算について 
第２号  規程の一部改定について 
第３号  理事・監事の選任について 
第４号  社会福祉充実計画について 

令和 7 年 12 月 5 日 8 2 
第１号 令和 7 年度事業報告（中間）、決算報告

（中間）について 
第２号  規程の一部改定について 

令和 8 年 3 月 19 日 7 2 
第１号 令和 8 年度事業計画、予算について 
第２号 規程の一部改定について 

 
 
〇受託事業「認知症予防教室（ひまわり会／高遠・伊那）」の運営 
  伊那市からの受託事業として、介護予防・日常生活支援総合事業における通所サービス      
  Ａ―２型事業の運営を行った。 
 
  【運営状況】  

会  場 高遠会場 伊那会場 
実施場所 さくらの里・グループホーム桜 みのりの杜 
実施回数 ４5 回 ４５回 

参加人数 
延べ 264 名、実人数 14 名 

（平均５.9 名） 
延べ 309 名、実人数 11 名 

（平均 6.8 名） 

スタッフ 
作業療法士１名 
支援員１名 

作業療法士１名 
看護師１名、支援員１名 

内  容 
体操、脳トレ、ゲーム、カレンダーづくり、調理、運動会 
夏祭り、だるま市作品づくり、外出、伊那市専門職による講義 等 

結果及び評価 

・高遠会場では新規の参加者が増えました。 
・アンケートを実施し、「満足している」、「継続して参加したい」という  

意見を多くいただきました。 
・両会場で、要介護認定・介護サービス利用へと移行する方がいました。 
・市保健師、福祉相談課と連携協力しながら運営できました。 

 
 
 
 
 
 
 
 



特別養護老人ホームさくらの里 事業報告 
（１）利用者数  

●延べ人数・平均利用率・平均介護度 
サービス種類 項 目 令和 7 年度 令和 6 年度  

長期入所 
延べ人数 32,030 名 32,405 名 

平均利用率     96.4％ 97.6％ 
平均介護度   4.0   4.1 

短期入所 
延べ人数 2,983 名 1,801 名 

平均利用率 74.3％ 44.9％ 
平均介護度 2.5 2.6 

   
 
●長期入所の退所者数  

男性 女性 計（昨年比） 
7 名 21 名 28 名（+12 名） 

 

【重点目標に対する取り組み状況】 
 
 
 

・外部研修への参加（個別実施 認知症、排泄ケア 
認知症介護実践者研修２名、リーダー研修１名、認知症チームケア推進研修２名等） 

・施設内研修の実施（毎月 全職員対象／法令遵守、リスクマネジメント、介護技術等） 
・伊那中央病院感染症認定看護師による感染症対応研修・実地指導 

みぶの里言語聴覚士による摂食嚥下研修 
・精神科医療養指導（認知症ケアに関する専門医の指導）実施 月 2 回  
・排せつ支援機器 Dfree 使用により「排せつ支援加算」取得 

   
 
 
 
 

・新人育成指導（ＯＪＴ エルダーより育成計画に基づき指導） 
・７月より技能実習生２名受入介護技術指導し介護初級試験合格 
・各委員会の活動を生産性向上担当が支援し推進した 

 
 
 

1． 自立支援の取り組みをすすめ、認知症対応、栄養口腔ケア、看取りケア等より専門性の高
いサービスが提供できるよう努めます。 

2．職員が働き甲斐や成長を感じられるよう、育成のための研修企画・実施を行います。    
新人職員や技能実習生が適切に確実に技術を学んでいただけるよう指導します。 
フロア会、職種会議、各種委員会活動などを生産性向上の取り組みを行います。 

 

3．快適で安心安全な環境となるよう必要な修繕の実施や設備のメンテナンスを行います。テ
クノロジー（排せつ支援機器やインカム）の定着、活用を目指します。 

 



 
・建物 中庭外壁タイル修繕 
・居室エアコン入替工事 
・洗濯乾燥機、汚物除去機入替工事 

 ・排せつ支援機器の運用 毎月対象者を抽出しデータ分析を行いケアに反映 
 ・インカム：介護・看護職員間の情報伝達手段として 13 台導入し活用 
 ・タブレット入力の検討 
 

（２）苦情や意見、家族アンケート等 

苦情や意見を真摯に受け止め、業務改善、サービス向上へ繋げています。 
①苦情件数：0 件 意見件数：13 件  

意見受付後、状況確認し謝罪説明の上、業務の見直しや職員指導を実施した 

申出者 
長期入所：6 件  短期入所：7 件 
本人（5 件）、家族（4 件）、居宅ケアマネジャー（4 件） 

内 容 

・ケア方法 3 件（排せつ・食事・余暇活動）  
・職員接遇 3 件 
・清掃、環境整備 2 件 
・連絡   1 件    
・衣類管理 1 件 

 
②第三者委員 施設見学・利用者面談より 令和 7 年 8 月 25 日実施 

・職員の挨拶等気持ちの良い対応が出来ている 
・利用者の表情が穏やかで朗らかに生活できているのが分かる 
・体操やレクを楽しみにしていると言っていたい方がいた 
・食事の面で「ごはんが柔らかい」と言っていた方がいたが、体調等のことでそうなっている

んだろうと思いながら話を聞いた。 
 
③長期入所者ご家族アンケート結果 
  2 月実施 回答数 76／89 回収率 75.3％ 

多くの方から満足と感謝のお声をいただきました。 
〇改善すべき意見と対応 各部署担当で改善策について検討しました。 
 【ケアについて】 

・同じ服をいつも着ている⇒ タンス内の衣類を確認し同じでないよう用意する。 
 ・寝ているだけで退屈、話し相手がほしい⇒レク、外出等を企画する 

  ・人が足りているのか⇒職員数、体制や基準について理解をいただけるよう説明する 
 【環境整備】 
  ・においを感じる⇒トイレ等に消臭剤、排泄介助使用後スプレー使用 
  ・ほこりがある⇒廊下、居室などできるだけ清掃に入る。 
  ・（照明）少し暗く感じる⇒天気や時間によって暗くなりすぎないようにする。 
    今年度 LED 照明への変更を予定。 



 【職員の対応、接遇】 
  ・あいさつ 人によって（できていない）⇒接遇、あいさつに関する研修を実施 
【施設からの連絡・説明】 
 ・サービス計画 もう少し本人家族の言葉で書いてもらいたい 
   ⇒意向の聞き取りを丁寧に行なう。 
  居室移動を知らなかった。 

⇒体調等で変更がある可能性があるが、事前の連絡を確実に行なう。 
 ・衣類の破損や補充など確認をしたい 

⇒居室へは自由に入れるようになっていることを伝える。 
【広報関係】 
 ・ホームページ もう少し情報を, 面会の状況どこを見ればいいかわからない 
   ⇒ ホームページのデザインの検討や HP 上の面会場所がわかるチラシを渡す。 
 ・看板が見えにくい。 
   ⇒ デザインの変更を検討する。 
 

  
 ④短期入所者ご家族アンケート結果 
  2 月実施 回答数 10／15 回収率 66.7％ 

ほぼ満足とのお声をいただきました。 
〇改善すべき意見と対応 
 【ケアについて】 
  ・入浴を一度入れてもらっていないと思われることがあった。 
   ⇒ 連絡帳の入浴の記載忘れがあった。確実に記入する。 

 

（３）家族会 

長期入所者のご家族等で家族会を組織しています。季節行事の補助（飲食物等）、介護用品な
どへの費用補助をいただきました。 
 

（４）ボランティア 
  【団体】 

団体名 活動内容 実施日等 
傾聴ボランティア 利用者さまとのお話 毎月１回 
(株)アルプラス 清掃、おやつ提供介助 4 月 21、22 日 
高遠中学校 夏祭り手伝い ８月４，５日 
レフアマカノエフラスタジオ フラダンス ９月 11 日 
河南地区民生児童委員 窓ふき 9 月 12 日 
アートデリバリー事業 
伊那市芸術振興協会 

フラメンコ、ヨガ、フラワー
アレンジメント等 

6，８，１２，１月 

高遠高校音楽コース 合唱・歌体操 10 月 16 日 
高遠高校福祉コース 交流会 10 月 30 日 



動物愛護センター アニマルセラピー 12 月 9 日 
【個人】 

   社協のボランティアポイントも活用し施設内外の環境整備等をしていただきました。 
氏名 活動内容 実施月 

伊藤様 畑作業など 通年 
北原様 書道 月 2 回 

 
 
 
（５）季節ごとの行事や日常の様子 
●季節のイベントや外出や地域との交流を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 

行 事 様子 
辞 令 交 付
式 
勝 間 お 神
輿 
草 も ち 作
り    

防災訓練 
夏まつり 
高 遠 高 校
音楽 

   

焼 き 芋 
敬老会 
ハ ロ ー ア
ニマル 
    
だ る ま 市
飾 り 作 り
高 遠 中 車
いす寄付 
駅 伝 応 援
旗作成 
    



地域密着型特別養護老人ホームみのりの杜 事業報告 
（１）利用者数 

●延べ人数・平均利用率・平均介護度  
サービス種類 項 目 令和 7 年度 令和 6 年度  

長期入所 
延べ人数 10,244 名 10,002 名 

平均利用率     96.8％ 94.5％ 
平均介護度 3.7   4.0 

短期入所 
延べ人数 3,600 名 3,482 名 

平均利用率 89.7％ 86.7％ 
平均介護度 2.4 2.2 

 

●長期入所の退所者数 

 

 
 
【重点目標に対する取り組み状況】 
 
 
 
 

・外部研修への参加（ユニットリーダー研修、認知症基礎研修等）  
 ・施設内研修の実施（毎月 全職員対象／法令遵守、介護技術、ユニットケア等） 

・伊那中央病院感染症認定看護師による感染症対応研修、実地指導 
・みぶの里言語聴覚士による摂食嚥下研修 生活機能向上連携事業における助言指導 

 ・精神科医療養指導実施（認知症ケアに関する専門医の指導）実施 月 2 回 
 ・フットケア専門看護師による研修 

 
 
 
 

 
   ・ボランティア受入（傾聴グループ月２回、楽器演奏、演芸等） 
   ・春富中学校演劇部発表、春富中学校福祉授業 

  ・運営推進会議実施（地元区長、民生児童委員、家族代表出席） 
  ・原新田区との協力・交流（防災訓練、秋まつり、文化祭展示、公民館行事） 

 
 
 

男性 女性 計（昨年対比） 
1 名 6 名 7 名（−7 名） 

 

 

1．ご利用者様のこれまでの人生、生活を尊重し、その人らしい生活が最期まで送れるこ
と、そして自立支援に向け能力の維持や向上を目指した質の高い介護サービスを提供し
ます。職員研修、育成指導、ユニット会・委員会活動等を通じて取り組みます 

２．地域との交流や連携、協力を通じて福祉のニーズに対応します。地域他施設との連
携、ボランティアの受け入れ、運営推進会議等を通じさらに地域に密着した関係作りを
すすめます。 



   
 
 
・浴室エアコンクリーニング、居室タンス入替、自動ドア修理、PHS 入替 
・インカム導入検討 

 
（２）苦情や意見、家族アンケート等 

苦情や意見を真摯に受け止め、業務改善、サービス向上へ繋げています。 
  ①苦情件数：0 件 意見件数：8 件  

意見受付後、状況確認し謝罪説明の上、業務の見直しや職員指導、備品入替を実施した 

申出者 
長期入所：4 件  短期入所：4 件 
本人（1 件）、家族（5 件）、居宅ケアマネジャー（2 件） 

内 容 

・ケア方法 4 件（入浴・移乗・整容、更衣）  
・職員接遇 1 件 
・備品   1 件 
・連絡   1 件    
・金銭管理 1 件 

 
②第三者委員 施設見学・利用者面談より 

・「満足している」と話していた。 ・ごはんも「おいしく食べている」と言っていた。 
・ショートの方たちも、「楽しみ」で、「困ることはない」と話していた。 
・職員さんが気にかけてくれていると、皆さん安心していた。 
・静かな環境で落ち着ける雰囲気がわかる 
・玄関や廊下に絵がかけてあり、いい雰囲気だった。 
・皆さんの穏やかな顔をしていた。 
・施設前の自分の田んぼをよく見ている人たちがいて、楽しみになればいいと思う。 

 
③長期入所者ご家族アンケート 
  2 月実施 回答数 20 名／28 名  回収率 71.4％ 

多くの方から満足と感謝のお声をいただきました。 
〇改善すべき意見と対応 
【施設内環境】 
・においが気になる。⇒ 排泄介助後は換気をする。居室の換気扇は常時ＯＮとする。 
・床にほこりがある。⇒ 居室清掃に入る頻度や体制を見直す。 
・リビングのテレビの映りがわるい。⇒ 家族会よりテレビを購入入替した。 
【連絡・説明】 
・日に日に弱くなっていくのが心配。面会時に職員さんと話がしたい。 
  ⇒ あいさつだけでなく、その日の様子や発言などあれば一言でも伝える。 
・電話がつながりにくい。 
  ⇒ 電話が重なるときは気づいた別の職員が電話をとるようにする。 
【面会】 

3. 設備や備品の適切な保守管理、入れ替え等を計画的に行い、安全で快適な施設環境を整
えます。また新しい介護機器やロボットなどを積極的に検討導入します。 



 ・もう少し延長してもらいたい。 
  ⇒ 感染流行状況に応じだが、人数、場所、外出も臨機応変にしていることを伝える。 
【その他】 
 ・本人が 1 人で移っている写真がほしい。 
  ⇒ アルバムを作っていることを伝え、希望があればお渡しする。 

 
④短期入所利用者ご家族アンケート 
  ２月実施 回答数  18 名／リピーター32 名  回収率 56.2％ 

・希望通りに予約ができない 
⇒土日祝に希望が重なる傾向。早めに希望をケアマネに伝えていただく。 

・送迎時間が一定していない 
⇒送迎人数や車の手配、道順などで時間が前後してしまうことをご理解いただき、30 分以上時

間がずれる場合は電話を入れる。 
・食事の味が薄い、ご飯が柔らかい、献立表が欲しい。 

⇒高齢者施設なので、塩分控え目になっている、やわらかめご飯にしていることを伝える。献
立表の希望がある方はメニュー表をお渡しする。 

・入浴 しっかり洗ってほしい。利用開始初日の入浴日があるのでずらしてもらいたい。 
⇒丁寧に洗身介助を行う。入浴日を調整する。 

・連絡帳の記載をもっと詳しく教えてほしい。送迎時に様子を教えてほしい。 
  ⇒具体的な様子、エピソード、発言などを記録し、連絡帳に記入する。 

 
 
（３）運営推進会議等 
〇運営推進会議を開き、地域との連携や交流を行なっています。 

構成者 内容 実施回数 
原新田区：区長、区長代理、 
民生児童委員 
伊 那 市：社会福祉課担当者 
伊那市社会福祉協議会 
家族会長、家族会監事 
みのりの杜：施設長、生活相談員等 

・各月の運営報告 
・区の状況報告、行事のお知らせ等 
・伊那市、社協からの現状報告、お知らせ 
・その他 

隔月年 6 回 

 
〇伊那市社協からの依頼により、春富中学校に福祉授業講師派遣を行ないました。 
 
 
 
 
 
 
 
 



（４）主な行事 
●季節や個別対応を意識した行事・地域との交流を行いました。 

 
 
（５）家族会 

長期ご利用者様のご家族が会員となり、会員交流や行事支援を行って頂いております。 
日時 内容 

第 1 回家族会 
5 月 24 日 

・令和 6 年度事業報告、決算について 
・令和 7 年度事業計画、予算について 
・アンケート報告など 

環境整備作業 
9 月 27 日 
第 2 回家族会  

・家族名参加 内容：窓ふき、ベランダ掃除、植栽剪定 
・令和 7 年度中間事業報告、予算執行状況について 

 
・共用テレビ購入や各種行事の費用補助をしていただきました。 

行 事 様子 

開所記念 
バラ外出 
防災訓練 

   
あ じ さ い 外
出 
夏まつり 
流しソーメン 
    

敬老会 
子供みこし 
合同慰霊祭 

   

しめ飾り作り 
まゆ玉つくり 
巻寿司作り 

   



（６）ボランティア 
  感染症対応でできなかったボランティアの受け入れや交流を再開しました。 

グループ・個人名 活動内容 実施日 
傾聴ボランティア 利用者とのお話 定期（月 2 回） 
笑 joy ボランティア活動 利用者とのお話、手遊び等 定期（月１回） 
花筏 日本舞踊 5 月 18 日、11 月 17 日 
二胡楽胡 二胡演奏 6 月 5 日 
春富中学校演劇部 演劇 7 月 26 日 
伊那市芸術振興協会 
アートデリバリー 

フラワーアレンジ、フルート、
歴史写真、鍵盤ハーモニカ 

６,９,11、12 月 

   
てんとう虫 歌、体操 8 月 6 日 
中村喜楽座 演芸 10 月 29 日 

 

 （７）その他 

 ・毎週木曜日、地域の体操運動教室「元気もり杜」の会の皆さんが地域交流ホールを利用さ
れています。（令和 7 年度 43 回利用 利用者 20 名前後） 

 
 
 
 
 
 
 
 

グループホーム桜 事業報告 
 

  建物、設備の維持のための必要な管理を行い、認知症予防教室の会場や職員の福利厚
生利用などで使用しました。 

   今後の事業利用については転用の方向で、伊那市および他団体との話し合いを進めま
した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


